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Ｈ３１ 阿南高専 入試問題 
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（５）５０円硬貨３枚と１００円硬貨２枚がある。この５枚を同時に投げるとき 

      表の出た硬貨の合計が１５０円となるのは 
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二次方程式 ｘ

ｘ＝

２－３ｘ－１＝０

３± ９＋４

２
＝
３± １３

２

ｙはｘに反比例し、ｘ＝２のとき、ｙ＝９である。

よってｙ＝

ｘの値が２から６まで増加するとき

変化の割合は

１８

ｘ

－６

７
である。

ｙは９から３まで減少する。

５０円硬貨をアイウ

起こりうる全ての場合は

表が出て合計１５０円となるのは

表が アＡ イＡ ウＡ

１００円硬貨をＡＢとしよう。

２
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イＢ ウＢ アイウ の７通り
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（７）まず△ＯＡＢは二等辺三角形なので∠ＯＢＡ＝１５° 

          よって∠ＢＯＣ＝３０° なので∠ＡＯＢ＝１５０° 

          円周角は中心角の半分なので   ∠ＡＥＢ＝７５° 

平均は１＋２＋１０＋８＋６＋１＋５＋９＋３＝４５

少ないものから順に並べると

中央値は５位６位の３と５の平均で４

４５÷ １０＝４．５

０．１．１．２．３．５．６．８．９．１０
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          また、等しい弧に対する円周角は等しいので∠ＥＡＣ＝３０° 

 

          以上により∠ＡＦＥ＝１８０－７５－３０＝７５ ７５° 

 

（８）ＢＥの延長とＣＤの延長との交点をＳとすると 

 

      まず△ＡＢＥ相似△ＳＤＥ 

 

          ＡＢ：ＤＳ＝ＡＥ：ＥＤ＝２：１ 

 

          ＡＢを３とすると ＤＳ＝１．５ 

 

      次に△ＢＦＧ相似△ＳＣＧ でありＣＤ＝ＡＢ＝３ 

 

      よってＳＣ＝ＳＤ＋ＣＤ＝１．５＋３＝４．５ 

 

      ＢＦ：ＦＣ＝２：１より  ＢＦ＝２ 

 

ＦＧ：ＧＣ＝ＢＦ：ＳＣ＝２：４．５＝４：９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 

（１）  外側の鉛筆の本数は６本ずつ増えている。 

        一番外側の辺の長さの合計も６ｃｍずつ増えている。 
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（２） 
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ｎ＝１のとき   高さは２．５＋５＋２．５＋５＋２．５＝１７．５ 

 

ｎ＝２のとき   高さは５＋２．５＋５＋２．５＝１５増える 

 

 

 

               １７．５＋１５（ｎ－１）＝１５ｎ＋２．５ 

 

 

１８２．５のときは    １５ｎ＋２．５＝１８２．５ 

 

                      １５ｎ＝１８０ 

 

                          ｎ＝１２     このとき床に接する鉛筆は２４本 
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